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１
０
０
号
記
念
特
集 

玉
村
高
校
と
の
コ
ラ
ボ
企
画

議
案
審
議
・
研
修

政
策
提
言

鋭
く
迫
る
！ 

一
般
質
問

委
員
会
の
う
ご
き

１
０
０
号
記
念
特
集 

玉
村
高
校
と
の
コ
ラ
ボ
企
画

議
案
審
議
・
研
修

政
策
提
言

鋭
く
迫
る
！ 

一
般
質
問

委
員
会
の
う
ご
き

補
正
予
算

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
︵
第
８
号
︶

原
案
可
決
︵
賛
成
全
員
︶

　

既
定
の
予
算
総
額
に
、
１
億
２
５
８
９
万
円
を
追
加
し
、

総
額
１
２
６
億
６
３
１
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

肥
料
価
格
の
高
騰
に
よ
る
農
業
経
営
へ
の
影
響
緩
和

の
た
め
の
緊
急
対
策
費 

２
５
０
万
円

利
用
者
の
増
加
に
伴
う
児
童
発
達
支
援
事
業
費
及
び

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
費
の
追
加２

５
０
０
万
円

文
化
セ
ン
タ
ー
臨
時
駐
車
場
の
賃
貸
借
契
約
の
満
了

に
伴
い
、
そ
れ
に
代
わ
る
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
整
備
す

る
た
め
の
設
計
・
工
事
費
等 

　

１
４
８
８
万
円

町
内
公
立
小
中
学
校
に
お
け
る
感
染
症
対
策
等
に
必

要
な
費
用 

１
３
３
万
円

令
和
４
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
︵
第
２
号
︶

原
案
可
決
︵
賛
成
全
員
︶

　

既
定
の
予
算
総
額
に
、
１
１
０
万
円
を
追
加
し
、
総
額

26
億
１
９
６
４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

人
事
異
動
等
に
伴
う
職
員
給
与
費
の
調
整
と
し
て
、

地
域
支
援
事
業
費
の
追
加　

 

１
１
０
万
円

令
和
４
年
度
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
︵
第
２
号
︶

原
案
可
決
︵
賛
成
全
員
︶

収
益
的
支
出

燃
料
費
等
の
高
騰
に
伴
う
動
力
費
の
増

額
及
び
職
員
給
与
の
調
整
等
に
よ
り
、
１
１
１
３
万
円
が

増
額
と
な
り
ま
し
た
。

資
本
的
支
出

予
定
し
て
い
た
建
設
改
良
工
事
の
部
材

の
調
達
が
コ
ロ
ナ
禍
に
伴
い
困
難
と
な
っ
た
た
め
当
該
工
事

を
延
期
し
た
こ
と
等
に
よ
り
、
５
９
２
万
円
が
減
額
と
な
り

ま
し
た
。

債
務
負
担
行
為

令
和
４
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
に
か
け

て
予
定
し
て
い
る
配
水
管
路
耐
震
化
・
更
新
事
業
等
の
総

額
を
９
５
２
９
万
円
と
定
め
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
︵
第
１
号
︶

原
案
可
決
︵
賛
成
全
員
︶

　

主
要
な
建
設
改
良
事
業
と
し
て
定
め
た
管
渠
整
備
工
事

費
を
４
億
８
５
６
０
万
円
に
改
め
る
等
の
増
減
を
行
い
ま

し
た
。条

例
の
制
定

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
活
用
に
当
た

り
、
そ
の
受
け
皿
と
な
る
新
た
な
基
金
を
設
け

ま
す

原
案
可
決
︵
賛
成
全
員
︶

主
な
内
容

町
外
に
本
社
を
置
く
企
業
か
ら
の
寄
附
金

を
後
年
度
に
実
施
す
る
寄
附
活
用
事
業
に
充
て
る
た
め
、

新
た
な
基
金
条
例
︵
玉
村
町
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
地
方

創
生
基
金
︶
を
制
定
し
ま
す
。

　

施
行
日
：
公
布
の
日

玉
村
町
に
お
け
る
個
人
情
報
保
護
の
取
扱
い
に

関
す
る
条
例
を
制
定
し
ま
す

原
案
可
決
︵
賛
成
全
員
︶

主
な
内
容

こ
れ
ま
で
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が
個
別

に
法
律
・
条
例
を
定
め
て
行
っ
て
い
た
個
人
情
報
の
保
護
に

関
し
て
、
改
正
個
人
情
報
保
護
法
と
し
て
全
国
共
通
の
ル
ー

ル
が
定
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
従
来
の
﹁
玉
村
町
個
人
情

報
保
護
条
例
﹂
を
廃
止
し
、
新
た
な
法
律
施
行
条
例
を
制

定
し
ま
す
。

　

併
せ
て
、
議
会
が
改
正
個
人
情
報
保
護
法
の
適
用
対
象

か
ら
除
か
れ
る
こ
と
か
ら
、
議
会
に
お
い
て
も
引
き
続
き
、

全
国
共
通
ル
ー
ル
に
従
っ
た
自
立
的
な
措
置
を
講
じ
る
必

要
が
あ
る
た
め
、
議
会
に
お
け
る
個
人
情
報
保
護
の
取
扱

い
に
関
す
る
新
た
な
条
例
を
制
定
し
ま
す
。

　

施
行
日
：
令
和
５
年
４
月
１
日

指
定
管
理
者
の
指
定

﹃
健
康
の
森
児
童
館
﹄、﹃
玉
村
町
東
部
ス
ポ
ー

ツ
広
場
公
園
﹄、﹃
玉
村
町
社
会
体
育
館
﹄
の
指

定
管
理
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。原

案
可
決
︵
賛
成
全
員
︶

健
康
の
森
児
童
館

指
定
管
理
者　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
お
た
が
い
さ
ま

　
　
　
　
　
　

︵
玉
村
町
大
字
飯
倉
１
７
９
番
地
２
︶

指
定
の
期
間　

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
10
年
３
月

31
日
ま
で

提 

案 

価 

格　

５
年
平
均　

１
４
１
８
万
円
／
年

選
定
理
由

町
内
唯
一
の
日
曜
開
館
を
実
施
す
る
当
児

童
館
の
指
定
管
理
者
と
し
て
、
特
色
あ
る
施
設
の
役
割
を

十
分
に
発
揮
し
た
こ
れ
ま
で
の
取
組
や
運
営
実
績
が
高
く

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

玉
村
町
東
部
ス
ポ
ー
ツ
広
場
公
園

指
定
管
理
者　

株
式
会
社
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
テ
ク
ト

　
　
　
　
　
　

︵
高
崎
市
若
田
町
６
２
７
番
地
１
︶

指
定
の
期
間　

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
10
年
３
月

31
日
ま
で

提

案

価

格　

５
年
平
均　

７
７
２
万
円
／
年

選
定
理
由

﹁
健
康
づ
く
り
﹂﹁
学
び
﹂﹁
に
ぎ
わ
い
﹂

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
そ
の
拠
点
公
園
と
し
て
、
園
内
の
活
性
化

が
期
待
さ
れ
る
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。さ
ら
に
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
新
設
や
広
報
誌
の
発
行
、
ネ
ッ
ト
予
約
な
ど
の
情
報

発
信
の
強
化
に
つ
い
て
も
提
案
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
利
用

者
の
増
加
も
期
待
で
き
る
内
容
で
し
た
。

玉
村
町
社
会
体
育
館

指
定
管
理
者　
　

フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
た
ま
む
ら

代
表
と
な
る
団
体　

シ
ン
コ
ー
ス
ポ
ー
ツ
株
式
会
社

　
　
　
︵
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
堀
留
町
２
丁
目
１
番
１
号
︶

指
定
の
期
間　

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
８
年
３
月

31
日
ま
で

提

案

価

格　

３
年
平
均　

２
１
０
０
万
円
／
年

選
定
理
由

他
市
町
で
類
似
施
設
の
多
く
の
管
理
実
績
が

あ
り
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
運
営
能
力
、
企
画
力
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
健
康
増
進
等
、
町

民
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
併
せ
た
多
く
の
提
案
が
企
画
さ
れ

て
お
り
、
今
後
の
利
用
者
の
増
加
も
期
待
で
き
る
内
容
で
し
た
。

工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

上
陽
分
団
詰
所
建
設
工
事
の
変
更
契
約
を
行
い

ま
す

原
案
可
決
︵
賛
成
全
員
︶

変
更
の
理
由

工
事
を
実
施
す
る
中
で
、
現
場
の
状
況
に

よ
り
、
当
初
設
計
と
比
べ
て
数
量
に
減
少
が
生
じ
た
こ
と

や
資
材
価
格
の
急
激
な
高
騰
に
伴
い
単
価
の
見
直
し
を

行
っ
た
こ
と
等
に
よ
る
増
減
の
結
果
、
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
変
更
契
約
に
当
た
り
、
令
和
４
年
第
５
回
臨

時
会
で
議
決
し
た
上
陽
分
団
詰
所
建
設
に
係
る
工
事
請
負

費
の
追
加
補
正
２
３
５
万
円
は
、
町
と
し
て
十
分
精
査
を

行
っ
た
結
果
、
不
用
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
の
予
算
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
減
額
分
と
併
せ

て
財
源
調
整
を
行
い
、
令
和
５
年
３
月
定
例
会
に
て
減
額

す
る
予
定
と
な
り
ま
し
た
。

契　

約　

業　

者　

株
式
会
社
徳
江
工
務
店

変
更
前
の
契
約
金
額　

６
０
５
０
万
円

変
更
後
の
契
約
金
額　

６
０
０
７
万
円
︵
43
万
円
の
減
額
︶

　

※ 

消
費
税
込
み
の
金
額
で
す
。

　

町
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
補
正
予
算
、
条
例
の
制
定
な
ど
19
議
案
を
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
全
て
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
か
ら
も
国
に
意
見
書
を
提
出
す
る
議
案
等
が
提
案
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
10
議
員
が
行
い
、
様
々
な
角
度
か
ら
町
政
全
般
を
た
だ
し
ま
し
た
。

︵
※
金
額
は
万
円
未
満
四
捨
五
入
︶

12月定例会
のあらまし

第４回
定例会
12月１日〜
12月12日
（12日間）

本
定
例
会
初
日
の
冒
頭
に
、
月
田
均
議
員
か
ら
コ
ロ
ナ

療
養
中
の
外
出
行
動
に
つ
い
て
謝
罪
が
あ
り
ま
し
た
。


